
 

               平成２８年７月７日 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 

静岡県 交通基盤部 道路局 道路整備課 

  

1. 概要 

道路インフラについて、現状や、永く安全に使うための定期的な点検や修繕の取り 

組みを皆様にご紹介することを目的に「道路の老朽化対策」のパネル展を開催します。 

同時に、お子様向けにわかりやすく老朽化対策の取り組みを紹介した「橋をまもる」 

パネルも展示します。 

パネル展は、静岡県道路メンテナンス会議中部地域部会内では５箇所で、平成２８年

７月８日から順次開催します。 

 

2. 開催場所 

●場所：静岡県庁別館２１階（静岡市葵区追手町９番６号） 

●実施時期：平成２８年７月８日（金）～平成２８年７月１９日（火） 

 ※今後の開催予定は、別紙パネル展実施予定をご確認ください。今後予定しております 

設置場所、実施時期は現在調整中です。詳細については下記問合せ先へご確認頂きますよう

お願い致します。 

 

3. 配布先 

静岡県政記者クラブ、静岡市記者クラブ 

 

4. 問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 副所長 油井
ゆ い

 康夫
やすお

 

総括保全対策官 松 岡
まつおか

 龍
りゅう

治
じ

 

        電話（054）250－8908  ファックス（054）250－8911 

静岡県 交通基盤部 道路局 道路整備課 課長 原
はら

 広司
こうじ

 

電話（054）221－3018  ファックス （054）221－3565 

 

「道路老朽化対策」パネル展を開催します 

～高齢化する道路施設を次世代に引き継ぐために～ 



 

○パネル展の主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○パネル展実施予定（静岡県道路メンテナンス会議中部地域部会内） 

設置場所 実施時期（予定） 

道の駅「宇津
う つ

ノ
の

谷
や

峠
とうげ

」下り H28.8 

焼津市役所大井川庁舎 H28.9 

吉田町役場 ロビー H28.10 

富士市役所 ロビー H28.12 

 

○展示パネル（一例） 

 

 

高度経済成長期に集中的に整備された道路施設は、急速に高齢化が進むことが確実で、

老朽化対策は喫緊の課題となっています。 

 

道路は、国民の共用資産であり、少しでも長く使えるように、きめ細かい点検と修繕を

行って次世代へ引き継いでいくことが必要と考えています。 

一方で、多くの道路インフラを管理する地方公共団体は、予算・人員・技術の面で課題を

抱えています。 

 

具体的には、中部地整が管理している橋梁で、建設後５０年以上を経過した橋梁の割合は、

現在２０％ですが、今後２０年後には６６％まで急激に増加することや、厳しい日本の環境

条件や交通荷重繰り返しの影響などにより橋梁が損傷している現状、また、点検方法や損傷の

事例を紹介し、メンテナンス会議など道路管理者が連携している状況を紹介しております。 

そのような道路インフラが置かれている状況や道路の老朽化対策の取り組みついて、

広く皆様にご紹介するためパネル展を実施いたします。 

 

なお、道路老朽化対策工事の実施に伴い、道路利用者の皆様に車道や歩道の規制等でご迷惑

をおかけしていますが、道路老朽化対策事業へご協力をお願いいたします。 

別紙 




